
宜野湾市と沖縄ペプシビバレッジ株式会社との間で平成２０年１１月４日に 

「災害時における飲料提供に関する協定」を締結し、同年１１月１７日に締結報告を 

行いました。 
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（ 要 旨 ） 

 

       宜野湾市における災害時の食糧等の備蓄に関する取組状況については、財政的な問題から大規模な

災害に対する対応ができておりません。そのため、現状のままでは、災害時に食糧等の確保及び供給

が間に合わず、対応に困窮することが明らかです。 

     今回、市内に本社を有する沖縄ペプシビバレッジ株式会社と「災害時における飲料提供に関する協

定」を締結することにより、緊急時において被災市民に対し、迅速に飲料の供給ができる体制を整え、

いざという時に備えることを目的としています。 


